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文章例 （Ａ－1）トップ・クォークの発見
Ⅰ①われわれが住むこの世界は、いったいなにからできているのだろうか。②ギリシャ
時代以来、今日まで二〇〇〇年以上にわたって人類が抱き続けてきたこの基本的な疑問に、
新しい成果が一つ加えられようとしている。③物質のもっとも基本的要素のひとつトッ
プ・クォークの存在が九九・七四％確認されたからだ。
Ⅱ④あらゆる物質は、原子とよぶ小さな要素から成り立っている。⑤その原子の内部を
のぞきこむと、中心に原子核とよぶ重いかたまりがあり、そのまわりを電子が回転してい
る。⑥さらに原子核は、陽子と中性子からできている。⑦二〇世紀なかば過ぎから、素粒
子をつくりだす大型加速器が製造され、陽子や中性子の仲間が続々と発見されてきた。⑧
一九六三年、M・ゲルマンとG・ツバイクは、クォークモデルを提唱し、現実の粒子の多
様性をアップ、ダウン、ストレンジとよぶ三種類のクォークで説明した。⑨その後さらに、
チャーム、ボトムが発見され全部で五種類のクォークが実験的に確認された。⑩ところで、
現在もっとも信頼されている素粒子理論「標準理論」は、六種類のクォークを予言してい
る。⑪七七年にボトム・クォークの存在が発見されて以来、世界の素粒子物理学者たちは、
六番目のトップ・クォークの発見を最大の課題にして研究を進めてきた。
Ⅲ⑫今回、トップ・クオーク存在の証拠をつかんだ実験は、アメリカ、フェルミ国立加
速器研究所の加速器「テバトロン」を用いて、日米伊を中心とする国際共同実験グループ
によって九二年より行われた。⑬直径二キロのリングのなかで、陽子と反陽子とを光速近
くまで加速し衝突させたとき発生する莫大なエネルギーを利用して、トップ・クォークを
生成しようとした。⑭約一兆回の陽子・反陽子の衝突現象から、トップ・クォークが関係
しているとみられる現象を十二個観測した。⑮驚くべきことは、原子に比べるとけた外れ
に小さいトップ・クォークが、陽子・中性子の一八五倍という重さをもつことだ。⑯それ
は、重い金属原子一個にも匹敵するという超重量で、巨大な重さの謎が、理論物理学者に
投げ掛けられている。
Ⅳ⑰トップ・クォークの寿命は極端に短いので、自然界には存在しえないが、開闢直後
の宇宙には存在していたはずであり、今後、トップ・クォークの性質が明らかにされれば
宇宙の始まりについても貴重な知見が得られることになるだろう。
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